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主な内容

　市内の農業者20名にご参加いただきました。参加者からは「インスタの新しい使い方を知
れてよかった。映える写真で発信していきます。」「インスタグラムの使い方だけでなく、周
りの農家さんたちとの交流があり、とても有意義な時間になった。」との声をいただきました｡

チェック！
！

E-mail／nougyou@city.ohtawara.tochigi.jp

大田原市 OHTAWARA CITY

チームあゆみ×東洋大学経営学部蜂巣ゼミ
　「インスタグラムを活用した農業経営スキルアップ講座」開催
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第 92 号

TEL.0287‐23‐8716

令和5（2023）年
3月１日発行

（大田原市ホームページ↓）

「人・農地プラン」は「地域計画」に変わります。
～担い手のこと、農地のこと、これからも地域
の皆さんで話し合いましょう～
　　　　　　　　今年の秋ごろから、 地域の
　　　　　　　　話し合いを順次開催予定です。

　　　　　 ★３ページに詳しく紹介しています★
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令
和
４
年
10
月
31
日
に
市
長
及
び
市
議
会
議
長
に
提
出
し
た
「
令
和
５
年

度
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書
」
に
対
し
て
、
同
年
12
月
14
日

に
市
長
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

令
和
５
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

令
和
５
年
度

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
意
見
書

に
対
す
る
回
答

  （
１
）
地
域
計
画
策
定
に
向
け
た
農
業
者

　
　
　

の
話
し
合
い
参
加
へ
の
支
援

【
回
答
】

　

令
和
３
年
度
ま
で
に
市
内
41
地
区
の
人 

　
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
が
完
了
し
て
お

り
、
今
後
地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
る
に

あ
た
り
、関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
を
構
築

し
て
話
し
合
い
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

農
業
者
に
向
け
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
、

  

チ
ラ
シ
の
配
布
等
を
通
じ
て
、話
し
合

いへ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

  （
２
） 

農
地
面
積
に
応
じ
た
担
い
手
へ
の

　
　
　
支
援
強
化

【
回
答
】

　

現
在
も
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組

織
、法
人
等
に
対
し
て
は
、様
々
な
国
の
補
助

事
業
に
つ
い
て
情
報
提
供
・
要
望
調
査
を

行
い
、
規
模
拡
大
等
の
計
画
に
合
わ
せ
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、
国
や
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
の
強
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

【
回
答
】

　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、県
が
主
体
と
な
り
那
須
農
業
振
興

事
務
所
管
内
の
農
政
課
や
農
業
委
員
会
事

務
局
並
び
に
農
業
公
社
や
農
協
等
で
構
成

す
る
「
那
須
地
域
就
農
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」に
お
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
就
農
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
県
で
は
、
新
た
に
、と
ち
ぎ
就
農
支

援
サ
イ
ト 「tochino

（
ト
チ
ノ
）」
を
立
ち

上
げ
、
農
業
を
始
め
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

や
様
々
な
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
、就
農
情
報
を
集
め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
農
業
を
は
じ
め
る
.jp
」
か
ら
就
農
支

援
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
を
活
用
し
、

国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
本
市
の
新
規
就

農
者
の
確
保
に
向
け
て
更
な
る
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

  （
１
）コ
ス
ト
高
騰
の
中
で
の
農
業
経
営

　
　
　
支
援
策
の
継
続
・
拡
充

【
回
答
】

　

本
市
で
は
、
今
般
の
世
界
情
勢
等
に
よ

る
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
認
定
農
業
者
な

ど
へ
の
支
援
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
国
や

県
と
連
携
し
て
継
続
的
な
支
援
が
望
め
る

よ
う
、
情
報
収
集
を
図
り
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

  （
２
）自
然
災
害
リ
ス
ク
に
備
え
る
収
入

　
　
　
保
険
へ
の
加
入
助
成
制
度
創
設

【
回
答
】

　

農
業
経
営
に
支
障
を
き
た
す
様
々
な
リ

ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
農
業
経
営

収
入
保
険
事
業
の
加
入
拡
大
は
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。市
内
の
農
業
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
及
び
加
入
し
や
す
く
な
る
よ
う
な

支
援
策
等
に
つ
き
ま
し
て
、
近
隣
市
町
等

の
事
例
の
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

  （
３
）生
産
性
の
向
上
や
業
務
の
省
力
化

　
　
　
に
効
果
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器

　
　
　
に
つ
い
て
調
査
及
び
導
入
検
討

【
回
答
】

　

現
在
本
市
独
自
の
取
組
み
は
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
関
連
情
報
の
収
集
に
努

め
、農
機
の
導
入
の
国
庫
補
助
事
業
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
県
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

  （
４
）県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
田
面
積

　
　
　
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
米
粉
製
造

　
　
　
工
場
の
誘
致
、
米
粉
の
パ
ン
・
麺

　
　
　
類
の
開
発
な
ど
米
粉
を
活
用
す

　
　
　
る
取
組
み
の
推
進

【
回
答
】

　

本
市
で
は
県
内
有
数
の
米
産
地
で
あ
る

な
か
、
今
般
の
全
国
的
な
人
口
減
少
や
食

生
活
の
多
様
化
に
よ
る
米
消
費
減
少
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
外
食
需
要
の
減
少
に
伴
い
、
主
食
用

米
か
ら
飼
料
用
米
な
ど
へ
の
作
付
転
換
を

次
年
度
も
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。 

米
粉
に

つ
き
ま
し
て
も
米
粉
用
米
と
し
て
水
田
活

用
の
交
付
金
の
品
目
に
掲
げ
て
お
り
ま
す

が
、
地
域
性
の
取
組
と
し
た
耕
畜
連
携
な

ど
、
産
地
の
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
調
整

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

今
後
は
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
定
め
つ
つ
、
全
国
的

な
米
の
消
費
拡
大
に
繋
が
る
広
域
的
な
施

策
を
注
視
し
つ
つ
、
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連

携
し
取
組
み
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

１  

担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・集
約
に
つ
い
て

２　
新
規
就
農
者
の
確
保
策

に
つ
い
て

３　
農
業
施
策
に
つ
い
て

（
抜
粋
要
約
）

（
抜
粋
要
約
）

（
抜
粋
要
約
）

《10月31日　市長室にて》
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「人・農地プラン」＆「地域計画」って何？

お問い合わせ 大田原市農政課農政係 ☎0287-23-8708　Email:nousei@city.ohtawara.tochigi.jp

「目標地図」って何？

担い手のこと、農地のこと、
これからも地域の皆さんで話し合いましょう

担い手のこと、農地のこと、
これからも地域の皆さんで話し合いましょう

地域農業の10年後の将来計画です。
少ない担い手で農地を耕作し続けていくためには、農地をたくさ
ん、近くに集める「農地の集積・集約化」を行い、効率的に作業できる
ように整えることが重要です。
　これまでも、「地域の担い手にどう農地を集めていくか」等を地域の
皆さんで話し合っていただき、「人・農地プラン」にまとめました。
国の法律改正により、「人・農地プラン」を「地域計画」に名称を変更
し、これまでの内容に加えて、将来も農地として利用していく区域
や、「目標地図」を定めるようにパワーアップします。

農地ひと筆ずつの、10年後の耕作者を定めた地図です。
　将来の地域農業の担い手に集積・集約化されていくように、農地の
区域分けを行います。
　作成後は、新しくなる農地バンク事業を活用し、目標地図通りにな
るように農地の貸し借りを進めていきます。

どうして大事なの？
①農地を集積・集約化するため、地域の皆さんの理解を得る必要があります。
　地域の中には、沢山の耕作者・所有者がいます。皆さんで集まって計画を立てることが大切です。
②地域農業の将来を定め、皆さんで共有することができます。 
　「高収益作物」、「圃場整備」、「有機栽培」等、地域農業の将来のために、新しいことに取り組むこともあるでしょ
　う。 皆さんで地域農業の将来を共有し、一緒に取り組む・応援していくことが必要です。
③国の補助事業等の要件になります。
　地域計画を定めること、その中で農地の担い手として位置付けられていることなどが、国の補助事業等の要件
　になる予定です。

① 耕作者の方に、意向調査を行い
　 ます。
※現在、地元の農地利用最適化推
　 進委員・農業委員が配布・回
　 収を行っています。 回答にご
　 協力をお願いします。
② 地域の皆さんで、地域農業の
方針(今後も耕作する農地、作
物等)を話し合います。 この

　 時、「目標地図」を作成します。
③ 話し合いの内容を地域計画に
とりまとめて、市が公表しま

　 す。
　 農地の担い手の方を、農地の貸
付や補助事業等で支援しま

　 す。

進め方

地域の話し合いは、今年（令和５年）の秋ごろから順次開始します。
会場・日時は、後日市ホームページや広報でお知らせします。

皆様のご参加をお待ちしております。

理しやすいね

意向調査を活用し現況地図を作成 目標地図を作成

現状維持

管理しやすいねいね

①農地を集積・集約化するため、地域の皆さんの理解を得る必要があります。

令和5年
4月から

➡
話し合い

話し合い

拡大したい

拡大したい

自宅の前以外は

手放したい
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農業経営に役立つ情報満載
くらしに役立つ話題満載
「週刊」の特性を生かした解説記事
月１回は充実した栃木県版記事
毎週金曜日に届きます。

購読のお申し込みは、農業委員会事務局（２３―８７１６）まで

気になる方は
無料の見本誌を

申込み

購読料は
月額700円（税込み）

●

●

●

●

●

読み応えあります 全国農業新聞
●農地を売るとき・買うとき
●相続等により農地の権利を取得したとき
●農地以外（住宅・小屋を建てる）に利用したい
●農地を改良したい
●貸したい・借りたい・合意解約したい
　農業委員会事務局までご連絡ください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎23-8716 

こんなときは



 令和5(2023)年3月1日発行（6）　

　県内の女性農業委員が集結し、毎年恒例の総会・研修
会が開催されました。総会は、大田原市の屋代幸子委員
が議長を務めました（写真）。
　研修会では、梅の里おごせ山口農園の山口由美代表の
講演「農業の新たな可能性～私らしい、梅しごと」をお
聴きしました。梅仕事を始めたきっかけは家庭の諸事情
があったようですが、女性ならではの気持ちの切り替え
に感嘆。「人との出会いを大切にし、仲間を信じ、元気
に笑顔でがんばってみる。一歩踏み出してみる。」とのお
話は心に響きました。
　私たちも、出会いと仲間を大切に、今後も新たなチャ
レンジに踏み出していきます。　　　（文：相馬和恵）

　大田原市蜂巣の hikari no cafe 蜂巣小珈琲店で、大田原
市の農業女子を中心に構成する「ココマルシェ会」と東洋
大学経営学部蜂巣ゼミ生とのコラボ企画に参加しました。
　農業者がこだわりを持って生産した農産物の販売や、学
生による射的や輪投げ、スタンプラリーなどのイベントは、
多くの家族連れで賑わいをみせていました。
　チームあゆみは「お米の量りゲーム」を企画。参加賞に
は農業委員から提供いただいたコシヒカリをプレゼント！
ご家族皆さんでチャレンジし、盛り上がりをみせていまし
た（写真）。明るく生き生き活動している農業委員会及び
「チームあゆみ」を広くＰＲできたと感じています。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文：相馬和恵）

ココマルシェ会×東洋大学蜂巣ゼミ
「ハチのクリスマス会」に参加して12/10 とちぎ女性農業委員の会　

総会・研修会に参加して12/8

関東ブロック女性農業委員等
研修会にて事例発表しました

◀ 総会の様子

　大田原市農業委員会農地班は、集落営農についての見識
を深めるために、県内で初めて平成5年に営農組合を設立
した、市貝町にある農事組合法人西宿営農組合を研究視察
しました。
　設立当初は集落ぐるみ型の組合でしたが代表の体調不
良や組合員の高齢化により、オペレーター型に転換し、
今では農地を大規模に借り受け、経営面積は100㌶に及び
ます。主な作物は、水稲、二条大麦、そば、春菊及びリ
ンゴ。今後も規模拡大していく予定とのことです。
　現在、組合員は９人で、うち４人が30代と若い組織です｡
代表の本橋譲氏も40代で、農業に情熱をもっており、非
常に刺激を受けました。
　集落営農による農業の活性化は、地域の活力にもなっ
ていくものと確信しました。地域農業のモデル的な取り組
みとして、参考としていきたいと思います。（文：鈴木賢一)
　　　　　　　　　　　　　

市貝町の西宿営農
組合を視察してきました11/７

本
橋
譲
代
表
（
左
か
ら

２
番
目
）
の
話
を
聴
く

農
地
班
メ
ン
バ
ー
◀

関東ブロック女性農業委員等
研修会にて事例発表しました

　関東地区の女性農業委員の研修会が宇都宮市のホテル
東日本宇都宮を会場に開催され、県内外より300名ほど
が参加。チームあゆみは、市のイメージキャラクター与
一くんとあゆみさんとともに、ＪＡなすの様よりご提供
された市の特産物を飾り付けた舞台で事例発表を行いま
した（写真）。他市町の女性農業委員の皆さまに少しでも
お役に立てればとの思いから、チームあゆみ結成理由や
農機具講習会、農業女子のつどいの内容をお話させてい
ただきました。
　私たちの活動は小さな活動ではありますが、その積み
重ねから、少しずつ認知され、県の代表として選ばれた
ことに感謝しています。女性農業委員としての自覚をも
って、女性農業者をこれからも応援していこうを改めて
誓いました。　　　　　　　　　　　　（文：相馬和恵）
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 令和4(2022)年3月1日発行（7）　

今年は

　旅行を

満喫するぞ！

（7）令和5(2023)年3月1日発行 

農地利用の最適化推進に取り組む

第４弾

農業委員・推進委員の素顔　

推進委員　岩城　善広 （親園）

　「人・農地プラン」から「地域計画」への
移行にあたり、意向調査や地域の話し合い
が実施されます。皆様のご協力をお願いし
ます。 また、農業委員・推進委員は改選の時
期を迎え、女性委員の登用にも取り組んで
いきます。

　燃料高騰・肥料・諸材料費の値上げ、
農業者の高齢化、後継者不足など、大変
な時期になっています。
　このような状況だからこそ地域の方々
と協力しながら、大切な農地を守っていき
たいと思います。

　８年前に神奈川県鎌倉市から妻の地元
である大田原市に移住し就農しました。義
両親の指導を受けながら、水稲１４㌶、二条
大麦１４㌶、 大豆１１㌶を生産しています。
　推進委員として大田原市の農業に貢献
できるよう頑張っていきたいと思います。

　耕されている農地を、耕せるうちに、耕せ
る人へつないでいくために、今、人・農地プ
ランの実質化に取り組んで、３年目になりま
す。これからも、地域の農地を守り、耕し続
ける為に皆様のご協力をお願い致します。

会　長　荒井　一夫 （富池） 農業委員　郡司　裕一 （佐良土）　

推進委員　伊藤　健次 （福原）

　「大田原市水遊園直売所（水遊マート）」は、栃木県なかがわ水遊園の敷
地内に併設されている直売所です。地元産の新鮮野菜のほか、手作りのお
菓子や地元食材を使用したジェラート、民芸品やなかがわ水遊園の芝生広
場で遊べる玩具などを販売しています。
　これからの季節は、春キャベツや新タマネギがおすすめです。
　春休みや夏休みなどの期間中にはお子様向けのイベント等も開催してい
ますので、なかがわ水遊園にお越しの際は、ぜひご家族でご来店ください。
　直売所のみの利用も大歓迎です。　　　　　　　　　　　（文：農政課）

ほうれん草

収穫中です。

ただ今、

そば打ち

特訓中です

家族５人で

駅伝に参加！

右端が私。

大田原市水遊園直売所（水遊マート）連載　
 産直
   情報

● 住　　所：大田原市佐良土 2686　● 電話番号：0287-98-6003
● 休 館 日：毎週月曜日及び第４木曜日（休館日が休日の場合はその翌日）
　　　　　　 ※7/20 ～ 8/31 は無休になります。
● 営業時間：9：30 ～ 16：30（7/20 ～ 8/31 は 17：00 まで）



これから就農する方へ
のメッセージ

　知人から勧められ、節税をしながら、将来の自分
のために積み立てできる農業者年金に昨年加入しま
した。支払った保険料全額が社会保険料控除の対象
となることは、非常に魅力です！この年齢からでも
加入できます！

連載

　農業は自分の時間や作業方法等を決められ、自由が利く職業です。
　また、ＪＡの部会や４Ｈクラブに加入することで、農業仲間のつな
がりもできます。４Ｈクラブで一緒に活動しませんか？
※４Ｈクラブとは？…若手農業者の集まりで、主に食育・植栽事業を行っています。
興味のある方は市農政課まで（23－8708）

よろしくお願いします

　「父の農業する姿に魅力を感じ、自分も農業をやり
たいと思っていました！」と語る尚樹さん。 高校、短大
で農業を学び、８年前に親元で就農されました。
　現在、家族経営で、イチゴを40㌃、水稲４㌶と野菜
10㌃を生産し、主にＪＡに出荷されています。 イチゴ
は昨年から、病気に強く、形がふっくらしていてパッ
ク詰めしやすい「とちあいか」に品種を変更し、収量増
を目指しています。
　栽培のこだわりは、苗と設備の管理を日々しっかり
とやっていくことです。

　苗には満遍なく日が当たるように、枯れた葉や余分
な葉を摘む作業を小苗の段階から手を抜かずにされ
ています。 また、ハウス内では受粉のためにミツバチ
を飼っており、ミツバチが活動しやすい温度にハウス
の窓の開け閉めを父賢治さんと交代で担当していま
す。 「ミツバチが活動する10月下旬～５月下旬は、温
度管理が毎日の作業なので大変ですが、やりがいはあ
りますので、がんばります！」と尚樹さん。
　一昨年ご結婚され、ご長男も誕生し、家族が増えま
　した。 今後は、奥様も経営に参加していく予定との

　ことで、非常に楽しみです。 地域の中心的担い
　手として、地域農業のみならず地域活動も引
っ張っていってもらいたい。 期待しています。

（聞き手：鈴木賢一）

第９回 菅生 尚樹さん（桧木沢）

◀採れたての「とちあいか」♪
酸味が少なく、糖度が高い

作り方

アスパラガス… 100ｇ（4本）
牛乳………………………80ｇ
米粉………………………25ｇ
卵（Ｌ）……………………2個
　　（卵白、卵黄に分ける）
とろけるチーズ ……… 25ｇ
バター……………………20ｇ
塩 ………………………… 2ｇ
トッピングで　
　粉チーズ
　アスパラガスの穂先

材 料
（ココット10cm　2個分）

　農業委員会だより第92号の編集も無事に終わりました｡
コロナ確認から３年が経過し、私たち農業委員もまもな
く３年になろうとしています。コロナ禍でマスクをして
の顔合わせ、会議出席、行動制限での行事開催となりま
した。早くコロナが終息し、以前の委員会活動に戻りた
いと切に思います。

編 集 後 記

【農業委員会だより編集委員会】（農政班）助川悦夫・阿見芳・
笹沼保治・屋代幸子・秋本則夫・相馬和恵・髙瀨隆至・越沼良

加入のご相談は農業委員会事務局またはＪＡ窓口まで

越井 勝美さん（49）（宇田川）

酪農されている
お仲間の皆さん
も農業者年金に
加入しています！

で豊かな未来をで豊かな未来を農 業 者 年 金農 業 者 年 金

令和5(2023)年3月1日発行 （8）

今回は大田原市桧木沢にお住いの「菅生尚樹」さん（２９歳）をご紹介いたします。

   （副編集委員長：阿見芳）

左から　
石渡寛之さん（45）、越井さん、
藤田義弘さん（46）、

市特産のアスパラガスと
米粉で作ってみてはいか
がですか。
米粉はくせがなく、
アスパラガスとの
相性が抜群！

すご う  なお き

こし い　かつ み

地産地消レシピ
紹介♪

❶アスパラガスを茹でて、ミキサーでペースト状にする。（穂先はト
ッピングにとっておく）
❷鍋に牛乳、米粉、卵黄、アスパラガス（ペースト）、とろけるチーズ、
バターを入れ混ぜる。 
❸❷の鍋を中火で加熱し、とろみがついたら火を止め、冷ます。
❹卵白に塩を加えて泡立て、メレンゲを作る。
❺❸に❹のメレンゲを数回に分けて加え、ゴムベラでさっくりと混
ぜ、ココットに流し入れる。
❻170°に予熱したオーブンで、15～ 20分間焼く。
❼粉チーズをふり、アスパラガスの穂先を飾りつけ、熱いうちに
召し上がれ♪　　　　　　　　　　　　　　　　（文：屋代幸子）

アスパラの
ふわふわスフレ




